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從
來
Q
W
驗
を
以
て
す
る
に
、
上
詆
猎
定
せ
ら
れ
た
る 

..
も
？

外.
に
、
同
税
類
の
刚
窥
ぁ
办
、
.
是
等
R
對
じ
て 

は
、
_

何
な
る
取
扱^
爲
す
可
き
や
、
常P

〖

箇

の

麗
 

?
爲
り
、
內
國
税
管
理
局
は
法
律
に
指
鬼
せ
ら
れ
ざ
る 

%

の
は
總
心
粗
灘
を
負
擔
ず
可
&
の
遍
辉
を
持
し
來
れ 

る
を
以
^
、
新
法
に
於
て
は
、
返
に
課
税
を
免
除
す
可 

き
11
#
|
を
壙
加
し.
だ
り
。

舊
法
：は
總
て
人
の
收
得
す
可
き
所
得
に
課
稅
す
る
を 

以V
、

根
本
の
主
し
、
例
へ
ば
配
當
金
、
利
子
、
 

貨
貸
料-
の
如
き
、
求
だ
實
收'せ
ら
れ
ざ
る
も
、
雞
得
せ 

.ら
石
可
き
も
の
を
所
得

％
*

し
て
、
課
稅
し
た
る
が
、
新 

法
は
所
得
の
實
收
额
が
ヽ
獲
得
す
可
き
金
額
か
：、
其
孰 

れ
にV

も
所
得
を
明
確
に
代
表
す
可
き
も
の
を
標
準̂ 

す
る
ミ
/
/

」

.
、
し
、
又
人
が
則
產
を
處
分
し
て
、
爲
め
に 

8
れ
る
ff
l
失
に
就
て
は
、;

方
に
收
め
得
た
る
利
益
を

如

M
過
せ
ざ
る
限
度
に
於
て
、
.所
得
よ
按
赊
す
る
を
得 

る
：こ
ビ
、
しf

。..
释
法
に
於
て
合
衆
國
內
に
稞
#
ず 

る
財
産
を
基
礎
ビ
し
て
發
行
せ
ら
れ*
る
偾
券
を
合
衆
：
 

國
に
居
住
せ
ざ
る
外
國人
，の
所
有
す
る
場
合.
に
は
：、，
此 

偾
券
よ
b
生
ず
る
利
子
に
對
しH

、

所
得
稅
を
免
除
す 

る
の
規
定
を
說
け.
た
b
。
是
れ
合
衆
國.
の
偾
#
に
對
す
一 

る.
外
國
資
本
の
.放
下
を
促
すの

|

肋
た
6

,

し
か
か
く
な
.
' 

一
 

れ
ど
も
、
新
法
ば
內
外
放
資
潘
の
間
に
於
け
る
斯
る
區
一 

別
を
廢
止
し
た
办
。
細
育
ナ
シ
ョ
ナ
ル
、

シ
チ
ー
鍬
行 

の
當
局
*

の
如
き
は
、
之
を
以
て
外
國
資
本
の
面
收
を 

促
し
、
併
せ
て
其
新
放
下
を
妨
げ
、
戰
带
終
媳
後
合
衆

\

 

國
を
し
て
金
貨
準
備
の
維
持
を
困
難
な
ら
し
む
可
し
ビ

\ 

し
て
、
之
を
非
雞
し
た
り
0
果
し
て
斯
の
如
く
爲
ら
ん 

か
、.
紐
育
：が
世
界
的
金
融
市
場
れ
.
ら
ん
？
す
る
希
键̂
.

一
 

對
しV

、

.
打
■
を
加
ふ
る
も
のvj

す
可
き
^

ぅ
。
:

1

_  

所
得
稅
法
の
規
定
ホ
、
從
來
最
も
非f t
の
大
な
L
し 

は
：、
逖
源
法
の
規
足
に
し
て
、
鈒
行
、
信
託
曾
祉
、

1
 

般
會
社
其
他
の
機
關
に
收
入
徵
收
の
負
擔
を
及
ぼ
す
一
‘

铽
十
ー
饴

2

四
三〕

雜

錄

合

，衆
刷
の
新
财
政
锥

方
に
、
納
稅
潘
は
是
等
の
機
關
を
經
由
し
セ
，
收
ス
ー
の 

國
颳
U
收
納
せ
ら
る
：V
數
窗
丹
以
前
に
所
得
の
.ニ
部
を 

.
徵
收
せ
ら
る.
、
の.
點
を
以
で
.、
.
非
雞
の
重
な
る
も
の
ミ 

し
、
之
を
除
却
す
る
爲
め
、
.或
は
翅
源
法
に
代
ふ
る
に 

總
額
課
稅
法
を
以
て
し
、
或
は
徵
收
機
關
に
料
金
を
交 

付
す
る
の
說
主
張
せ
ら
れ
、
改
疋
法
ホ
の

一

倐
項
た
ら 

んV」

す
る
‘の
趣
を
示
し
た
れV

も
、■.
遂U

之
を
實
現
す 

る
に
至
ら
ざb
き
。
要
す
る
に
税
率
改
正
の
 

一
_
を
除 

き
、
改
1£
法
は
舊
法
の
實
質
に
對
し
て
、
大
な
る
變M 

を
加
へ
ず
、
M

M

Mt
M
へ
れ
る
も
の
は
大
體
に
於
て 

税
法
ヒ
改
I:
i

し
た
る
t

の
V
J

M
む
る
を
#

^
し
。

,

、
i
i
-

'
:

-

 

/

.,■ 

.

.一.

.

. 

，
1

.

財
産
.相
續
税
ば
合
衆
國
现
行
の
職
邦
釉
稅
制
度
に
新 

に
加
へ
ら
れ
た
る
«:

目
な
り
。

.

合
衆
國
队
南
北
戦
®

派 

に
米
西
戰
f

時
，に
.

於
：
v

s

i

l

績
稅
を
赋
課
し
た
：
 

,

a

何
れ
も
短
期
間
に
.

廢
止
せ
.

ら
れ
、
、千
九
百
九 

年
の
ペ
ィ
ン
"

オ
ル
ド
リ
ツ
チ
關
稅
法
案
に
は
、
始
め 

栩
續
稅
に
關
す
る
规
定
を
存
し
た
れ

V」

も
、
當
時
諸
聯

第
二
號
.

七
て



笫
十
一
涖

(

ニ
四
四)

.

雜

錄

合

衆

S

の
新
财
政
饱

邦
州
は
州
財
政
め
感
駆
に
應
.ず
る
目
的
を
以V

 

•、
栩
縝 

枧
法
を
實
施
せ
る
を
以
て
«

邦
政
府
が
州
の
領
_

を
®

. 

し
來
る
に
對
し
て
、
反
對
を
表
し
、
遂
は
此
條
H

の
削 

除
せ
、b

る
、
の
結
*

を
生
じ
た
り
。
爾
來
相
續
稅
法
は 

諸
聯
邦
州
に
行
は
れ
、
最
近
に
於
て
は
、
®

系
並
.

に

傍

|

 

系
栩
織
に
課
栊
す
る
も
の
三
十
州
、
傍
系
相
續
；の
み
に
一 

I®

桃
す
る
も
の
十
二
州
の
多
き
に
及
び
た
^

V

':0

然

れ

ど

I 

.も
&

等
餅
^

の
啪
織
税
ょ
り
4:

ず
る
收
入
は
必
ず
.し

も

|

 

大
な
ら
ず
、
千
九
西
十
四
年
に
於
け
る
英
國
相
續
稅
の

j 

收
A

i

傲
三
千
ニ
西
海
弗
に
對
し
て
、
合
衆
_

諸

州

に
| 

於
け
る
相
緻
税
の
收
入
は
千
九
1-
)

十

三

年

に

於

て

一一
.千
一 

六
|-
|

四
十
七
捣
九
1-
|

六
十
四
兆
、
千
九
¥

十

五

年

に

於
,
 

て
、
ニ
千
八
|7
4

.

ニ
十
一
离
$

七
7-
]

三
十
六
弗
を
數
ふ\ 

る
に
1|
:

ま
り
、
聯
邦
栩
緻
栊
の
收
入
亦
千
九
贺
十
七
年 

に
於
て
、
ニ
千
离
沛
に
居
り
、
數
年
を
經
て
、
六
千
五 

W

揭

g

に
堺
加
す
る
の
豫
簕
な
b

。
今
、
聯
邦
相
續
税 

法
の
要
點
を
觅
る
に
、

(

一)

合

衆

國

に

居

住

す

，る

ビ

裔
 

ビ
を
間
は
ず
、
總
1:

の
柑
«

潘
.

の
相
緻
ず
る
純
_

财
產
：.に

,

.第一
S

七
ニ

課
稅
し
、

(II)

寐
系
彻
鑛
5
傍
系
相
續
と
を
11
別
せ
ず
、 

(

H)

五
萬
弗
以
上
の
栩
緣
財
康
に
龈
紙
しy (

四)

純
財 

產
を
以
占
：
栩
續
財
產
の
總
額
中
ょ
り
、
負
偾
、
相
續 

に
關
ず
昂
諸
#
用
ヽ
_
失
额
を
控
除
し
、
萸
に
合
衆
國 

居
他
溝
に
對
し
て
S
萬
弗
を
控
除
じ
、
合
衆
國
以
：外
の 

届
«

«に
#
•し
て
は
合
衆
：國
内
に
存
在
す
る
財
產R
對 

し
て
の
み
、
免
除
控
除
を
許
し
た
る
も
の
上
し
、
稅
率 

は
左
尜
に
擄
ら
じ
め
た
り
。

相
锨
M

0

額 

桃
荦

0
0
.
0-

-

玉
〇
、0
0〇
弗 

一分

1

〇
、〇
G
〇
！
 

i3i
o
o〇

〇

.
二 

一
5;
.〇
、〇
〇
〇——

！ 

i
m〇、〇
o
〇 

3 

】

i
.-3
i
0、〇
0
o

——

四
五 

0

.

0

0

0
0
,

.

四
：五
〇
、〇0
〇
丨
一
、〇

〇,o
、o
〇
o
 

玉 

一
、〇
〇
〇>〇
〇
〇
|

ニ
、〇
〇0
、〇
〇
〇 

六 

. 

一r
〇
〇
Q.
a

〇
〇—

H
、〇
〇
〇
、〇o-
〇 

七 

3
、〇
〇
〇0.
〇
〇
丨
四
、〇0
〇
、&

〇
 

八 

..si 

〇
G

〇
o

〇
〇
l
 
五
、o

o
o.
、o
〇
Q

九
.

.

:JJ
d

〇
o

、〇
o

〇
以
上
. 

」

0
へ

祺
S
品
製
造
業
漭
稅
亦
合
衆
國
聯
邦
制
度
ね
於
砂
る
. 

澌
税
目
な
れ
ど
も
、
所
得
税
又
は
財
産
相
績
猶
e
異
な 

り
、
It-

州
戰
郇
後一

年
を
期
し
て
廢
止
せ
ら
る
可
く
、

 

• 

其
趣
a

は
瑞
典
、
丁
珠
の
如
き
中
立
國
、
英
、
怫
、
獨
、

讲
の
如
き
交
戦
國
の
爲
す
所
を
學
び
た
る
，に
過
ぎ
ず
。

代
:®
院
に
於
て
は
總
收
益
に
®
す
る
税
率
を
ニ
分
乃
至
一 

五
分
S
し
、
且
つ
如
何
な
る
圾
合
に
於
て
も
、
利
益
を
一 

;

削
以
下
に
低
減
せ
し
め
ざ
る
の
說
を
主
張
し
た
る
に

| 

«
し
、
元
老
院
は
純
益
を
課‘桃
標

準

と

し

、

既

製

品

.と

一 

旅
料
品
と
の
製
造
業
漭
の
間
に
區
別
を
設
け
、
.
前
著
に 

:

剡
"
後
诉
に
五
分
の
課
栊
を
爲
す
こ
^
を
主
張
し
た 

る
が
、
货
隙
の
立
法
に
於
て
は
總
て
斯
る
區
別
を
認
め 

ず
、
純
益
に
對
し
て
、

一
剡
ニ
分
五
厘
を
赋
課
す
る
こ 

と

、
し
、
tt
益
®
最
C

K度
を■ j 

^
1
>

」

す
る
の
制
限
5:) 

も
^
へ
ざ
^
'き
。

r

if

秘
と
称
す
る
は
、
千
九lI-
i

十
四
年
十
月
の
；戰
時 

收
入
法
に
於
け
る
飲
料
物
、
煙
草
、
媿
樂
、
伸
買
人
、
#
社 

等
に
對
す
る
諸
税
を
總
獬
す
。
即
ち
麥
：

fJ

、
H

丨
ル
其̂

站

十

一

翁
o〗

w

:I
L)

雜
錄
介
衆
の̂新財
政策

同
麵.
の
飮
料
物
じ
對
し
て
、1
パ
ー
レ
火
P

#
一
卵
$ 

十
捕
を
課
稅
す
る
は
、
舊
來'の
如
く
な
る
が
、
®
荷
酒
じ 

對
す
る
稅
率
は
含̂

®
糈
の
：度
に
f

、
S

の
最
萵 

税

額一

ガ
ロv

に
#
き
八
仙
な
り
し
も
の
を
ニ
十
五
仙 

と
し
煺
草
製
造
業
謂
に
勢
す
る
課
稅
に
就
て
も、
1
 

溝
の
類
別
を
改
JE
七
、
仲
買
人
並
に
娛
樂
に
關
ず
る
課 

稅
は
人
ロ
五
千
人
以
下
の
^
#
に
於
け
る
劇
場
の
稅
率 

を
半
減
し
た
る
の
：外
、
從
來
：の
儘
と
し
"
會
社
に
對
し
て 

は
、
資
本
金
ニ
千
卵
に
就&
2L
十
攸
の
劍
合
を
以
て！S  

P税
し
、
保
險
會
社
の
法
定
積
立
金
並
に
九
海
九
千
弗
以 

下
の
會
社
資
本
金
に
課
程
を
免
除
し
"
軍

驚

製

鱟
 

者
に
は.
軍
需
品
製
造i

稅
か
、'，
會

社

被
-
か
ff
l

f

多 

额
，の
收
入
を
齋
す
も
の
を
，課
す
る
，
V
と 
>
 し

が
り
。
但 

し
以
上
の
課
税
と
共
に
、
千
九
瓦
十
四
年
の
法
律
に
於 

け
る
債
券
、
手
形
、
株
式
、
運
送
狀
、
鐵
道
特
別
乘
祺
券
、 

寢
臺
券
等
に
對
ず
る
諸
晚
は
廢
止
せ
ら
れ
た
り
。

染
料
に
.關
す
る
规
定
は
ァ
ン
ダ
ー
ゥ
ー
ド
關
親
法
中 

の
規
定
を
改
正
し
、
染
料
の
內
地M
造
業
を
獎
膽
ず
る

.
第二被セさ



第
十
一
卷

S

四
六〕

雜

錄

合

衆

调

の

新

財

政

策

の
趣
意
に
出
で
た
る
も
の
に
し
て
、
代
議
院
委
員
會
は 

特
に
.
.
'共
和
黨
の
保
謎
質
易
主
_
に
屈
服
す
る
も

..

の
'に
非 

ざ
る
意
?:

明
に
す
る
爲
め
S「

此
戰
爭
に
伴
a

、
染
料
の 

供
給
に
^

じ
た
る
變
動
は
英
吉
刺
、
日
本
と
同
じ
ぐ
、
合 

衆
國
を
し
て
正
常
の
狀
態
の下
，K

於
て
.
は
、

JE

當
と
す
：
 

可
か
ら
ざ
る
處
«

を
必
喪
ど
す
る
に
至
ら
し
め
た
り
 

一

\ 

と
云
べ
り
。
藍
し
歐
洲
戰
淨
前
合
衆
國に
は
コ
I

火
タ 

I

染
料
の
六
工
場
あ
む
て
、
四
宵
人
の
職
エ
を
使
傭
し 

席
出
额
三
千
三
西
噸
に
，及
べ
り
と
雖
も
、
歐
洲
の
共
給 

を
受
く
る
高
は
ニ
與
五
千
七
西
噸
に
し
て
、
內
ニ
蔣ニ
 

千
噸
は
獨
逸
の
供
給.に
係
れ
り
。
即
ち
合
衆
國
に
於
て 

産
出
せ
ら
る
、
鍋
、
木
綿
、
毛
各
種
織
物
、
塗
料
壁
紙 

等
は
惯
格
ニ
十
億
卯
に
上
れ
り
と
雖
も
、其
®
要
す
る 

染
料
の
大
半
は
外
國
の
供
給
に賴
る
も
の
な
り
。
唯
染

, 

料
に
關
す
る
關
稅
は
五
年
以
後
に¥
;
り
、
五
箇
年
を
期 

し
て
、
遞
次
低
減
せら

る一

方
に
、
施
行
後
五
年
に
內 

國
產
额
が

內
國
»
要
额
の.

六
割
に

達
せ
ざ
る
と

き
は
、

廢

Jh
せ

ら

，る
>

の
規
记
な
る
を
以
て
、.今
後
此
幼
稚
な

維

ニ

號

-1
;

四
'

る
W

業
が
法
#

に
豫
定
せ
ら
：る
、
時
期
に
於
で
、
«
し 

て
保
讓
を
.要
せ
ざ
る
.
ま
で
に
發
達
す
る
や
西
や
、
注
自 

を
喪
す
る
所
なb
o

印
刷
料
紙
に
就
て
：は
、
從
來‘ I

封

透

1

仙
平
以
下
の 

も
の
に

限 
>
、
無
被
品
と
し
た
る
が

V
今
囘
此
限
度
を
五
，

仙

に

引

上

げ

た

り

。

是

近

時

に

.於

け

る

紙

愤

の

騰

货

於
 

ア
ン
ダ
一
ゥ
ー
ド
關
秘
法
の
.

所
期
に
反
し
#

^

^

の
輸
.ハ
 

入
を
必
要
と
す
る
に
至
れ
る
を
以
て
な
り
。
次
に

不
正 

競
®

に
關
す
る
條
項
は
合
衆
©
の
產
業
を
破
壤
す
る
の 

目
的
を
以
で
、
外
國
の
行
は
ん
と
す
る
ダ
ン
ピ
ン
グ
に 

當
ら
ん
と
す
る
も
の
.

に

し

て

、

輸

入

業

者

.其

他

が

單

獨
 

に
使
用
ず
る
約
定
の
下
に
輸
入
し
た
る
貨
物
に
は
倍
_

 

の
：課
税
を
爲
し
加
ふ
る
に
大
統
領
は
合
衆
.

國
の
產
險
、 

船
舶
®

家
に
不
利
の
取
扱
を
爲
す
國
に
報
復
を
行
ふ 

の
權
能
を
與
へ
ら
れ
た
リ
。
關
稅
委
員
龠
の
件
幷
に
第 

九
項
の
雜
件
は
他
の
諸
項
K

於

け

る

.
が

如

く

ヽ

重

大

の
 

關
係
な
き
を
以
て
 

>
 

之
を
省
略
し
た
り
o
 (

以
£

ア
メ
リ

ノ
カ
ン
、

ヱ

コ
ノ
ミ

ツ
ク
、

レ
V
グ
咔

.ユ
ー
、

|

九

|

六
^

十

1
,
1
:

月
號
所
載
P

ィ
’

ジ
ー
、
ブ
ラ
ッ
ヶ
|
氏
新
收
入

;

法
眇
譯
 

>

:

.
'
フ

ニ

...：：
：

 

'

英

國

の

食

料

及

、び
原
料‘(

其
ニ
，

)

賀

勘

堪

四

上
揭
以
外
の

1

 

一®
の
食
料
品
即
ち
生
果
實
及
び
野
菜 

に
對
し
て
英
國
ば
一
九
一
三
年
度
に
總
針
千
七
宵
五
十 

馮
磅
を
支
挪
ひ
し
が
、
併
し
英
本
國
內
に
於
て
注
産
さ 

れ
得
る

此
«

噙
料
品
の
髮
额
は
；史
に
之
以
上
に
大
な
る 

生
粜
實
の
輸
入

(

軍
位
千
磅

)

亂

諸

卯

英

岡
 

加
奈
太 

漆

.
洲 

英
領
西
叩
度 

泡
峽
骼
岛 

窺
I

 

錫

0 
英
僦
印
度

七
六
山
ハ
、
 

1
ニ
三
〇
、
 

一
九
〇
、
 

一
四
六
、
 

九
九
、
 

七
八
、

同 

佛
蘭
.四

乇
U

クn

伊
太
利

聋

賴

蒲
萄
牙

ァ
V

J
ル

九
九
三
、
 

11 

i 

八
、
 

六
玉
四
、
 

-H

一.
九
、
 

一
六
八
、
 

五
Q

も
の
あ
り
。.
惟
ふ
に
小
餅
地
.の
權
得
を

一

層
便
ら
し
む 

る

の

方

&

、
供
給
'0

蒐
集
並
に
鐵
遒
陸
路
及
び 

水
路
に
依
る
其
運
輸
の
方
法?:I

層

改

善

し

"

生

產

溃
 

の
間
に
於
け
る
龃
合
の
發
達
釔
謀
り
、
且
つ
.更
に
多
數 

人
民
を
し
.て
果
實
及
び
野
菜
の
供
給
ホ
心
ミ
接
觸
す
る 

t

得
せ
し
む
る
が
如
き
市
場
制
度
を
党
.成
す
る
に
於
て 

は
、
其
供
給
は
必
ず
や
數
年
を
出
で
ず
して
現
今
以
上 

遙
に
滿
足
す
可
き
結
果
を
示
す
に
至
る可
し
。
今
現
在 

に
於
け
.る
生
果
實
供
給
の
原
產
國
を
表
示
す
れ
ば
灰
の 

如
し
。

西
班
牙

ナ
リ 

n

米

國
づ
ス
タ
、リ
サ
、

.

TV 

a

-

w
 ャ 

和

卿

立

緒

0
三
、ニ1

八
、
' 

七
八
三
、

,

1

H五
ニ
、
 

六
八1

、 

六
〇
四
，

'
 

ニ
：

i
n
r九

四
、

敵

.

國 

獨
逸
 

一1

三
六
、 

獨
領
大
平
洋
諸
岛
一
五
、 

瓯
細
瓯
土
耳
典
五
四
六
、

第
十一

猞

c 
ニ 

W
七)

雜
錄
英
阑
の
念
料
及
'び
似
料

第
一
1
號
.
.
.


